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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期

第１四半期
連結累計期間

第８期
第１四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自2020年１月１日
至2020年３月31日

自2021年１月１日
至2021年３月31日

自2020年１月１日
至2020年12月31日

売上高 （千円） 681,963 722,989 2,723,203

経常利益又は経常損失（△） （千円） △10,214 23,519 4,996

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △9,397 14,821 △4,117

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △9,597 16,306 △3,990

純資産額 （千円） 539,618 607,929 586,121

総資産額 （千円） 1,076,833 1,082,712 1,124,939

１株当たり四半期純利益又

は１株当たり四半期（当期）純損

失（△）

（円） △6.45 8.32 △2.45

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － 7.96 －

自己資本比率 （％） 50.1 56.1 52.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第７期第１四半期連結累計期間及び第７期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　新型コロナウイルス感染症による事業への影響については、引き続き今後の状況を注視してまいります。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、個人消費や経

済活動が制限され、政府による各種政策により段階的な経済活動の回復みられた時期もありましたが、依然として

多くの業種において厳しい経済環境が続き、当面のあいだは先行きの不透明な状況が続く見通しであります。

　このような経済情勢の中、当社グループの事業領域であるインターネット業界においては、スマートフォンを中

心としたモバイル環境の普及と、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の拡大により、引き続き順調

な成長が見込まれます。

　当社グループ（当社及び連結子会社２社）におきましては、引き続き「つながりを常によろこびに(Delighet in

Every Connection)」というミッションの下、カスタマーサポートサービスである「ソーシャルアプリサポート」

及び24時間365日体制の投稿モニタリングサービスである「インターネットモニタリング」の２つのサービスを主

軸にしたカスタマーソリューション事業を展開しており、2021年１月からは事業組織体制を一新し、事業部制組織

から職能性組織へと変更することにより、経営体制効率化を図るとともに、新規顧客の獲得及び既存顧客との関係

強化に取り組んでおります。

　この結果、売上高722,989千円（前年同四半期比6.0％増）、営業利益22,265千円（前年同四半期は2,436千円の

損失）、経常利益23,519千円（前年同四半期は10,214千円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益14,821千

円（前年同四半期は9,397千円の損失）となりました。

　なお、当社グループはカスタマーリレーション事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略し

ております。

 

②　財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は945,554千円となり、前連結会計年度末に比べ39,178千円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が88,670千円減少したものの、受取手形及び売掛金が49,154千円増加した

ことによるものであります。固定資産は137,158千円となり、前連結会計年度末に比べ3,048千円減少いたしまし

た。これは主に繰延税金資産が4,207千円減少したものの、有形固定資産が1,740千円増加したことによるものであ

ります。

　この結果、総資産は1,082,712千円となり、前連結会計年度末に比べ42,226千円減少いたしました。

 

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は404,726千円となり、前連結会計年度末に比べ50,360千円減少

いたしました。これは主に未払費用が13,369千円、流動負債その他に含まれる未払消費税等が18,023千円、前受金

が18,135千円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は70,056千円となり、前連結会計年度末に比

べ13,675千円減少いたしました。これは主に前連結会計年度末に固定負債その他に含まれていた長期預り保証金

13,020千円を、流動資産その他に振り替えたことによるものであります。

　この結果、負債合計は474,782千円となり、前連結会計年度末に比べ64,035千円減少いたしました。
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（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は607,929千円となり、前連結会計年度末に比べ21,808千円増

加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が14,821千円、新株予約

権（ストックオプション）の行使により資本金が2,751千円、資本剰余金が2,751千円それぞれ増加したことによる

ものであります。

　この結果、自己資本比率は56.1％（前連結会計年度末は52.1％）となりました。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は12,568千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）新型コロナウイルスの影響

　当第１四半期連結累計期間における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況につきまして、新型コロ

ナウイルスの感染拡大による重要な影響はありませんでした。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,743,600

計 5,743,600

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,785,600 1,785,600
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数　100株

計 1,785,600 1,785,600 － －

（注）１．2021年１月１日から2021年３月31日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発

行済株式総数が7,100株増加しております。

２．提出日現在発行数には、2021年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権（ストックオプショ

ン）の行使により発行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年１月１日～

2021年３月31日（注）
7,100 1,785,600 2,751 237,544 2,751 262,492

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他）  1,777,000 17,770

完全議決権株式であり、

権利内容として何ら限定

のない当社における標準

となる株式であります。

なお、単元株式数は100株

であります。

単元未満株式 普通株式 1,500 － －

発行済株式総数  1,778,500 － －

総株主の議決権  － 17,770 －

（注）１．当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認出来ないため、記

載することが出来ないことから、直前の基準日（2020年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２．2021年１月１日から2021年３月31日までの間に、新株予約権（ストックオプション）の権利行使により、発

行済株式総数が7,100株増加し、1,785,600株となっておりますが、上記株式数は株式発行前の数値を記載し

ております。

３．「単元未満株式」の株式数の欄には、当社所有の自己株式82株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

    2021年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）単元未満株式の買取請求に伴い、当第１四半期会計期間末の自己株式数は82株となっております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 649,572 560,901

受取手形及び売掛金 281,306 330,460

仕掛品 10,708 108

その他 43,414 54,359

貸倒引当金 △268 △276

流動資産合計 984,733 945,554

固定資産   

有形固定資産 44,767 46,508

無形固定資産 1,210 1,000

投資その他の資産   

差入保証金 87,754 87,382

その他 6,473 2,265

投資その他の資産合計 94,228 89,648

固定資産合計 140,206 137,158

資産合計 1,124,939 1,082,712

負債の部   

流動負債   

買掛金 32,636 33,011

1年内返済予定の長期借入金 81,664 74,848

未払法人税等 13,477 4,719

未払費用 174,890 161,521

その他 152,417 130,626

流動負債合計 455,086 404,726

固定負債   

長期借入金 65,714 64,364

退職給付に係る負債 4,997 5,692

その他 13,020 －

固定負債合計 83,731 70,056

負債合計 538,818 474,782

純資産の部   

株主資本   

資本金 234,793 237,544

資本剰余金 259,741 262,492

利益剰余金 94,122 108,943

自己株式 △286 △286

株主資本合計 588,370 608,694

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △2,249 △764

その他の包括利益累計額合計 △2,249 △764

純資産合計 586,121 607,929

負債純資産合計 1,124,939 1,082,712
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

売上高 681,963 722,989

売上原価 463,918 465,490

売上総利益 218,044 257,499

販売費及び一般管理費 220,480 235,233

営業利益又は営業損失（△） △2,436 22,265

営業外収益   

受取利息 35 15

受取賃貸料 4,170 3,572

その他 269 897

営業外収益合計 4,474 4,485

営業外費用   

支払利息 488 338

株式交付費 9,168 8

賃貸費用 1,643 2,167

その他 951 717

営業外費用合計 12,252 3,232

経常利益又は経常損失（△） △10,214 23,519

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△10,214 23,519

法人税、住民税及び事業税 1,661 4,477

法人税等調整額 △2,478 4,220

法人税等合計 △816 8,698

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,397 14,821

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△9,397 14,821
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,397 14,821

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △199 1,485

その他の包括利益合計 △199 1,485

四半期包括利益 △9,597 16,306

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,597 16,306
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【注記事項】

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）「新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計

上の見積り」に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。

　この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2020年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年３月31日）

当座貸越極度額の総額 10,000千円 10,000千円

借入実行残高 － －

　差引額 10,000 10,000

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年３月31日）

減価償却費 2,300千円 2,604千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の

　　末日後になるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2020年３月26日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。上場にあたり、2020年３月25日を払

込期日とする公募増資による新株式237,000株の発行により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ134,094千円増加

しております。

　この結果、当第１四半期会計期間末において資本金が214,202千円、資本剰余金が239,150千円となっておりま

す。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の

　　末日後になるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

　当社グループは、カスタマーリレーション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年３月31日）

　当社グループは、カスタマーリレーション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益

又は１株当たり四半期純損失（△）
△6円45銭 8円32銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△9,397 14,821

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）

△9,397 14,821

普通株式の期中平均株式数（株） 1,456,544 1,781,668

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 7円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 79,659

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

（資本金の減少）

　当社は、2021年３月26日開催の第７期定時株主総会において、資本金の額の減少について決議し、2021年４月28

日にその効力が発生しております。

 

１．資本金の額の減少の目的

　今後の当社における成長戦略を実現するために財務戦略の一環として実施するものであり、機動的かつ柔軟な資

本政策の実現と、適切な税制への適用を通じて財務内容の健全性を維持することを目的に、会社法第447条の規定

に基づき資本金の額を減少し、減少する資本金の額の全額を、その他資本剰余金に振り替えるものであります。

 

２．資本金の額の減少の要領

(1）減少する資本金の額

185,393,600円

(2）増加するその他資本剰余金の額

185,393,600円

 

発行済株式総数の変更は行わず、減少する資本金の額の全額を、その他資本剰余金に振り替えるものであります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年５月14日

ア　デ　ィ　ッ　シ　ュ　株　式　会　社

　　取 締 役 会 　御 中

 

 

EY新日本有限責任監査法人

東 京 事 務 所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 髙橋　幸毅　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 佐藤　武男　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアディッシュ株

式会社の2021年１月１日から2021年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年１月１日から2021年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年１月１日から2021年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アディッシュ株式会社及び連結子会社の2021年３月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書にいて独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

　手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

　る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

　られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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　認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

　うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

　四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

　適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

　の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

　として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

　基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

　諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

　せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

　人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

　人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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